
申込み
ゆたかなまナビ

経験年数3年目以上の保育者対象

・園内で話し合いや対話に関わる⽴場にある⽅ 　
　（主任・副主任・リーダー層など）
※役職名に関わらずご参加いただけます。

60名定員

B6俯瞰図番号 ※マネジメント分野該当

4月7日(火) 9：00～5月1日(金)23：59申込期間

日付

2026.

(月)5/11①

(月)7/ 6②

③ 9/ 7 (月)

16:00-18:00時間

かながわようちえん会館場所

園内の話し合いを深める研修
令和8年度

令和8年4月6日
園長・設置者様

教職員の皆様 （公社）横浜市幼稚園協会

会　　　　長　 清水 純也

研修事業部長 　市川 慎二

横浜市幼稚園協会では、研修事業の一環として「マネジメント研修」を年3回開催いたします。

本研修は、園長や主任に限らず、中堅・リーダー層の先生方にもご参加いただきたい内容です。
近年、中堅層がマネジメント意識を持って関わることで、園全体の雰囲気が大きく向上し、保育
の質の向上にもつながることが明らかになってきています。

ここでいう「マネジメント」とは、単なる管理や経営ではなく、同僚と協力しながら保育をより
楽しく、円滑に進めていく組織運営の力です。

日々の保育や行事、子どもへの関わりの中で課題に気づいても、それを共有し、話し合える環境
がなければ改善は難しいものです。本研修では、講師に東京立正短期大学の鈴木健史先生をお招
きし、ご助言をいただきながら、加盟園の先生同士が気軽に話し合い、相談し、情報共有を行う
ことで、新たな気づきを得る機会にもなります。この研修を通して、自園で取り組んでみたいこ
とを見つけ、より良い園づくりに活かしてみませんか。

皆様のご参加を心よりお待ちしております。

≪講師紹介≫

鈴木　健史　先生
　すずき　　　　　　けんじ

東京立正短期大学
現代コミュニケーション学科
幼児教育専攻　准教授
保育ファシリテーション協会　主宰
子育て家庭支援SomLic（ソムリック）副代表

児童養護施設職員、幼稚園教諭、保育所の保育士を経て大学院にて保育学、人間関係論、ファシリ
テーション、組織開発を学ぶ（教育ファシリテーション修士、学術博士）。
専門は保育者論、子育て支援、保育現場のリーダーシップ、マネジメント、ファシリテーション、コ
ミュニケーションなど。

主要著書
「MINERVA保育士等キャリアアップ研修テキスト7   マネジメント」ミネルヴァ書房（編著）
「園内研修と会議が劇的に変わる保育ファシリテーション」フレーベル館
「現場でよくある悩みを解決 保育リーダーのための職員が育つチームづくり」中央法規出版
「保育リーダーシップ評価スケールPAS」法律文化社



研修概要

日々の中で、保育者同士で話し合う機会が増えてきましたが、一方で話し合いが深まりにく

い、意見が偏る、対話の場での関わり方に迷いがある。そうした場面を感じることはない

でしょうか。

「一人で抱えずにみんなで考えたい」「話し合いを、もっと意味のあるものにしたい」

そう感じている方に、ぜひ参加していただきたい研修です。

 本研修では、園内における話し合いや対話の在り⽅に焦点を当て、現場の中で求められる
役割や関わりについて具体的に学びます。単発で完結するものではなく、研修の場と園内で

の実践を⾏き来しながら学びを深めていく連続研修として構成しています。研修で学んだこ

とをもとに、園内で対話を実践し、その経験を次回の研修で振り返る。この「研修→実践→
振り返り」の往還を重ねることで、学びを着実に積み重ねていきます。この積み重ねが、園

内の話し合いや関係性の変化につながり、⽇常の中で保育を語り合う対話が園に根付いてい

くこと、そして最終的には、保育の質の向上につながっていくことを⽬指しています。

本研修が、園内の学びを深めていく⼀つのきっかけとなれば幸いです。 

■対象 
・経験年数３年以上を⽬安とした、園内で話し合いや対話に関わる⽴場にある⽅ 
　（主任・副主任・リーダー層など）※役職名に関わらずご参加いただけます 

■研修内容 （予定）
第1回：⾃⾝の⽴ち位置・関わりの振り返りと役割の整理 
第2回：ファシリテーションの基本
第3回：話し合い・対話の設計と実践への展開

045-534-8708
〒221-0055

横浜市神奈川区大野町1-25　横浜ポートサイドプレイスアネックス5F

info@kids-yokohama.or.jp

受付時間：平日　9：00～17：00まで

（公社）横浜市幼稚園協会

※各回、レポートの提出をもって『出席』とさせていただきますので、1週間以内に必ずご提出ください。
（欠席の場合、回答は必要ありません）
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